
 

令和５年度 多文化共生マネージャー 認定要件について 

 

１ 認定要件 

次の２点を要件として、「多文化共生マネージャー（以下、タブマネ）」を認定します。 

 

① 全国市町村国際文化研修所（以下、JIAM）と自治体国際化協会（以下、CLAIR）が 

共催する研修「多文化共生の実践コース」を修了すること 

② CLAIRが指定する課題研究を修了すること 

 

≪認定要件の見直し≫ 

平成 29 年度までは、「多文化共生マネージャー養成コース」の修了を要件としていました

が、次のとおり要件・研修カリキュラムを見直しました。 

 

・研修日程の短縮（10日間→6日間） 

長期的に職場を離れるのが難しい方にもご受講いただきやすくなりました。 

・課題研究の実施 

研修の成果を実践に活かすため、CLAIRが指定するアドバイザーが課題を査読し、 

今後に役立つフィードバックを個別にもらえるようにしました。 

 

 

 

２ 課題研究 

課題研究は、①研究計画書、②課題レポートの２点です。 

 

① 研究計画書 

より深く調査したいテーマを選択し、今後どのような方法で理解

を深めていきたいかを研究計画書として整理します。  

提出期間：令和５年７月８日（土）～８月１１日（金） 

② 課題レポート 

研究計画書に基づいた調査を通じて解決策等を検討し、レポート

にまとめます。レポートには、CLAIRが指定したアドバイザーがア

ドバイスを付し、受講生全員で共有できるよう返却します。 

提出期間：令和５年９月１６日（土）～１０月２０日（金） 

 



 

３ タブマネ認定までの流れ 

次の流れで、タブマネを認定します。 

 

 
 

４ タブマネに関するお問い合わせ・課題研究の提出先 

一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）多文化共生部 多文化共生課 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 1-7相互半蔵門ビル 6階  

TEL：03-5213-1725 E-mail: tabunka@clair.or.jp 

※研修の内容、研修の受講に関することは JIAMにお問い合わせください。 

受講申込み

•JIAMホームページから「多文化共生の実践コース」受講を申し込みます。

•前期・後期（計６日間）全日程を受講いただける方を対象とします。

•申込みに当たっては、募集ちらしの記載事項をご確認ください。

前期研修

受講

•令和５年７月５日（水）～ ７月７日（金）

•多文化共生の実践コース（前期）を受講します。

•CLAIRから、課題研究、タブマネ認定の流れについてご説明します。

研究計画書

提出

•令和５年７月８日（土）～ ８月１１日（金）

•研究計画書を作成し、電子メールでCLAIR担当まで提出します。

後期研修

受講

•令和５年９月１３日（水）～ ９月１５日（金）

•多文化共生の実践コース（後期）を受講します。

課題レポート

提出

•令和５年９月１６日（土）～１０月２０日（金）

•課題レポートを作成し、電子メールでCLAIR担当まで提出します。

課題レポート

返却

認定式

•令和５年１１月～令和６年１月頃

•CLAIRが指定するアドバイザーによるアドバイスが付された課題レポートを全受講者
分とりまとめて共有します。

•「担い手連携促進研修会」で開催する「タブマネ認定証交付式」にて認定証を授与し
ます。

mailto:tabunka@clair.or.jp

